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眼 内 レ ン ズ表 面 に お け る細 胞 の 観 察

―細胞間隙に認められる物質について一 (図 5,表 1)

岡田  潔・佐川 宏明・戸張 幾生 (東邦大学大橋病院)

A Specular MicrOscOpic study Of cells On lntraOcular Lens:

江ゝernbrane‐ like Structures

Kiyoshi Okada,IIiroaki Sagawa and lkuo Tobari
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要  約
計画的水晶体嚢外摘出術後,光学部が PMMAの 後房レンズを移植 した33例40眼 を対象として,術後眼内レ

ンズ表面の細胞を,スペキュラマイクロスコープを用い,非接触法で観察した。観察期間中39眼97.5%に線維

芽細胞様細胞および組織球,36眼 90%に異物巨細胞と考えられる細胞が認められた。生体観察として初めて,

4眼10%の 眼内レンズ前面に膜様物質が観察され, 2つ の形態を認めた.そ れは,線維芽細胞様細胞あるいは

組織球と考えられる細胞の間に虹色にみられたものと,細胞反応を伴わない無構造均一なものであったが,前

者は,Injection Mold,Compression Mold 2種類のレンズにおいて観察され,後者は,Cast Mold UVレ

ンズにおいて認められた。今回我々の報告 した膜様物質が,摘出眼内レンズ表面に認められる膜様物質と同一

な物質であるか,今後さらに検討が必要である。 (日眼 92!63-68,1988)
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Abstract

vve perforlned extracapslllar lens extractiOn with ilnplantatiOn of 4 types of polypropylene‐ looped

]F)]′I]γIA posterior chanlber lenS in 40 eyes.〕P)ostoperatively,the surface Of ilnplantsヽ vere studied by

specular micrOscOpy Ⅵ′ithOut using a cOne lens, Nuinerous cells were distributed over the anterior

surface of the l■ nplants and inainly three cell types were present:histiocytes,foreign body giant cells,

■broblast_like cells.、 ve fOund fOreign bOdy giant cells in 36 eyes(90%),histiocytes or nbroblast‐ like

cells in 39 eyes(97.5%)and membrane‐ like StruCtureS in 4 eyes(10%). Specular lnticroscopic study

revealed two direrent types of menlbrane‐ like structures.()ne type, which waS Seen With diffuSe

distribution of lhistiocytes。 .,lbroblast_like cells,shOwed rainbO、 v_c010red renex in 3 eyes、
rith the

implantation Of iniectiOn m01d and cOmpressiOn ln01d lens. Another、 vas a grey layer, observed to

cOver the anterior surface of cast mold UV lens.This is the■ ■st repOrt describing mernbrane‐ like

structures covering the anterior surface of the implant studied by specular microscopy in the living

human eyes.(Acta sOc ophthalln01 Jpn 92:63-68,1988)

Key words : membrane-like structure, specular microscope, histioeytes, fibroblast'like cell,

intraocular lens
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I緒  言
移植された眼内レンズ表面には,異物反応が認めら
れ,その細胞反応の結果,眼内レンズは透明な膜様構
造に被われ,生体内で非異物化すると推定されてい
る1)～15).眼内レンズ表面に認められる膜様物質とし

て,コ ラーダンH),ム コ多糖16),フ ィプロネクチン17)の

存在が報告されているが, これらの物質が眼内レンズ

表面に膜様構造を形成する過程は不明である。

我々は, スペキュラマイクロスコープを用い,生体
観察として初めて,術後眼内レンズ表面を被う膜様物
質の観察を行ったので報告する。

II症  例
1.対象と観察方法

対象は,昭和61年 7月 から昭和62年 4月 の間に東邦
大学大橋病院にて計画的水晶体嚢外摘出術後,後房 レ
ンズ移植を行った 7例 7眼および多摩丘陵病院で,同
様の手技にて手術を行った26例33眼,計 33例 40眼であ
る。症例の平均年齢65.3± 8.7歳 ,観察期間4.2± 2.5カ

月で,手術に際しては,全例に自動灌流吸引装置,粘
弾性物質を使用した.術中術後に重篤な合併症はなく,

術後 1週の視力は,0.5以上24眼60%,最終平均視力
0.88± 0.26で あった.光学部が PMMAの 後房 レンズ
4種を使用 したが,そ の うちわけは,COmpression
Mold 18眼 , I● ection Mold 15眼 ,Lathe Cut 4眼 ,

Cast Mold UV 3眼であった。

眼内レンズ表面に認められる細胞を,術後第 1日 目
より,スペキュラマイクロスコープ(甲南キーラー社 )
のコーンレンズを外し,非接触法で観察した.
2.結果

観察期間中,39眼 97.5%の 眼内レンズ前面に線維芽

細胞様細胞および組織球,36眼 90%に異物巨細胞 と考

えられる細胞が認められた.

眼内レンズ前面に膜様構造を認めた症例は 4眼10%
(症例 1～ 4)であった (表).

日眼会誌 92巻  1号

症例 1:術後19日 目には,眼内レンズ前面に,線維
芽細胞様細胞あるいは組織球と考えられる細胞が多数

みられ,そ の間に無構造物質(矢印)が認められた(Fig.

1).術後33日 目にカラー撮影を行 うと,観察時にみら
れた線維芽細胞様細胞あるいは組織球と考えられる細

胞の間に虹色の物質 (矢印)が認められた (Fig.2).
症例 2:術後16日 目には,眼内レンズ前面で線維芽
細胞様細胞の間隙に,膜様構造(矢印)がみられた(F暮
3).

症例 3i術後21日 目に細胞間を強拡でみると,均一
無構造物質 (矢印)が認められた (Fi3 4).
症例 4:術後 5日 目に,炎症を伴わない無構造均一
な物質を認め(Fig.5a),1日 後には眼内レンズ面上を

拡大 (矢印)していた (Fig.5b).

III 考  按
1.眼内レンズ表面における細胞の観察
術後の眼内レンズ表面には,組織球,異物巨細胞 ,
線維芽細胞様細胞などの細胞が認められる1)～り。これ

は,移植された眼内レンズに対する生体の反応で,異
物反応 と考えられているが,眼内レンズは, この細胞
反応の結果,透明な膜様物質に被われ,生体内で非異
物化すると推定されている1)～ 15)。 この経過は,従来,摘

出眼内レンズ3)4)6)7)18)～ 23)や動物実験
2)3)5)口 )12)17)22)24)～ 28)

によって,組織所見が検討され,近年は,生体観察が
可能であることから,ス ペキュラマイクロスコープに
よる報告も増加してきている7)～ 10)14)29)。 しかし,その詳

細は不明であり,眼内レンズの安全性の上からも詳し
い検討が必要である.

我々は, スペキュラマイクロスコープを用い,術後
眼内レンズ表面の細胞反応について経時的に観察を

行った。スペキュラマイクロスコープによる観察は,

同一症例,同一細胞の経時的な観察が可能であるが,
その反面,術後炎症が強く,角膜に雛装や浮腫がある
場合には,正確な所見を得ることが難しい“

).我 々は
,

対象として,術中術後の合併症がなく,術後炎症が軽

表 1 眼内レンズ前面に膜様物質の観察された 4症例

症   例 術後 1週
視  力 最終視力 レンズの種類

線維芽細胞
様 細 胞 組織球 異物巨細胞

1

2

3

4

72歳女

65歳女

61歳男

59歳男

0.6

0.3

0.8

10

1.2

1.2

1.2

1.2

Injection Mold
Compression Mold
Injection Mold
Cast Mold UV

十

+

+
+

+

十

十

+

十

十
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度であった40眼について検討した,

2.異物巨細胞

著者らは既に,術後眼内レンズ表面において,組織

球が融合し,異物巨細胞を形成してゆくと考えられる

所見を報告している
14)。 これは,移植された眼内レンズ

に対する異物反応で,主 として術後眼内レンズ表面で

起こっていると推定される。すなわち,異物が小さい

場合,組織球は異物を貪食できるが,眼内レンズのよ

うに異物が著しく大きく,貪食することが,不可能な

場合,組織球は融合し,異物巨細胞を形成する
15).こ の

経過の中で,眼内レンズは,生体内で非異物化すると
いわれている.術後眼内レンズ表面において,組織球
が融合して行くと考えられる所見が,術後 2週を経た ,

前房中にはほとんど細胞の認められない時期に観察さ

れたことは, これらの反応が,異物である眼内レンズ

表面で進行していることを示唆している“
).

術後眼内レンズ表面をスペキュラマイクロスコープ

で観察した結果,40眼のうち39眼97.5%に組織球また

は異物巨細胞を認めたが,全例に認めたという報告も

ある9)14).

細胞反応の程度は,症例によって差が大きく,細胞

の付着がほとんど認められない,ご く軽微なものから,

400μ 以上の非常に大きな巨細胞の認められるものま

であった。この違いは,手術侵襲の大きさ,残留エチ

レンオキサイ ド濃度,個人差,眼内レンズ表面の仕上

げの良い悪しなどが原因となって生じている可能性が

あり,今後の検討が必要である。

3.膜様物質について

Ⅵ%lter lま, Lens IInplant Cytology′「
echnigueを

用い,術後眼内レンズ表面に非細胞性膜様物質の存在

することを報告している
2)3)18)20)23)25)～ 28).異物である眼

内レンズは,膜様物質に被われ,生体内で非異物化す

ると推定されているが
1)～ 15),膜様物質の形成過程,時

期は不明であり,ま た膜様物質の本体については, コ

ラーダンH),フ イプロネクチン17)お よびムコ多糖16)な

どいくつかの報告があるものの,詳細は不明である。

我々は, スペキューラマイクロスコ
~プを用い,生

体観察として初めて,眼内レンズを被 う膜様物質の観

察を行った。その結果,膜様物質は,症例 1～ 3に認

められたものと,症例 4に認められたものであったが,

前者は,線維芽細胞様細胞あるいは組織球と考えられ

る細胞の間に,虹色の反射として観察された無構造物

質であり,後者は,細胞反応を伴わない無構造均一な

物質であった。鑑別すべき所見のひとつは,眼内レン
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ズ光学部にはぼ直線状に幾筋も,点 々と付着物の認め

られるもので,こ れは,術後眼内レンズ表面の細胞反

応と関係なしに残存して,観察される。付着物質一つ

一つの大 きさは約10～ 100μ であり,眼内レンズの長

径,すなわち眼内レンズ挿入の方向に一致して認めら

れる.眼内レンズを挿入する際に眼内レンズの光学部
が角膜切開縁と接触し,付着したものと考えられる。

この物質は,前房水に不溶性であることから,術前に

点眼したインダシン油性点眼液の可能性が高い。今回

報告した膜様物質とは,形 と大きさが異なっているが,

それに加え,我々は,膜様物質を認めた 4症例の眼内
レンズ長径が,いずれも 3時 と9時の方向に位置する

ことを確認しており,両者の鑑別は明らかである.ま

た我々は,術中にヒアルロン酸塩 (ヒ ーロン①)を使用

しているが,ヒ ーロン③は,前房内に滞留しても,2日

を過 ぎると房水によって希釈されるといわれてお

り30),症例 1～ 4にみられたような房水に不溶な膜様

物質として観察されることはないと考えられる。

背景因子については, さらに症例を増やし検討して

行 く必要があるが,症例 1～ 3の所見が,Iniection
Moldと Compression Mold 2種 類のレンズで認めら

れたことから,我々は, この膜様物質が,特定の眼内
レンズに限定された所見ではないと推察している.

症例 4において,膜様物質が,眼内レンズ前面を拡

大した所見(Fig.5a,b)は , この物質が,眼内レンズ

前面を被 う過程であることを示唆しているが, この物

質は,細胞反応を伴わず,眼内レンズ表面に付着した

細胞が分泌したものというより,前房中のタンパクな

どが析出したものである可能性が高い。

症例 1～ 3と 症例 4の所見を比較した場合,両者は,

色調,形態との関連性などの点で異なっており,我々

は別の物質と推察している。Wolterが摘出眼内レンズ

の ほ とん どに認 め た と報 告 して い る膜 様 物

質
2)3)18)20)23)25)～ 28)と 今回我々の報告した膜様物質が,同

じ物質であるか,今後組織学的検索が必要である。

移植された眼内レンズが,膜様物質に被われ,生体

内で非異物化する過程を知ることは,眼内レンズの材

質や安全性を検討する上で重要であり,ス ペキュラマ

イクロスコープによる経時的な生体観察は,同一症例

の術後経過を連続的に観察できることで,その意義は

大きい。

今回我々が報告した所見は,眼内レンズが膜様構造

に被われ,非異物化する過程の一段階で,膜様構造形

成の過程を知る重要な手がかりになると考えている。
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Fig. 1 (Okada) Case 1
Membrane-like structure (arrow)
was seen with diffuse distribution
of histiocytes or fibroblast-like
cells on the anterior surface of the
implant 19 days after implanta-
tion.

Fig. 2 (Okada) Case 1

Membrane-like structure showed
rainbow-colored reflex (arrow) 33days

after implantation.

Fig. 3 (Okada) Case 2

Numerous fibroblast-like cells were
seen on the anterior surface of the
implant and membrane-like structure
was observed to fiIl the interspaces
(arrow) 16 days after implantation.
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Fig. 4 (Okada) Case 3

Membrane-like structure (arrow)

filled the interspaces between
fibroblast-like cells 21 days after im-
plantation.
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a

Fig. 5ab (Okada) Case 4

Membrane-like structure was seen

to cover the anterior surface of
Cast Mold UV lens 5 (up) and 6
(down) days after implantation.
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我々は,こ の経過について,今後 さらに症例を増や し,
検討を加えて行 く予定である。
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